
児童生徒の変容を見極めながら、状況にあったかかわり方を考えていきましょう。
～ 一人で悩まずにチーム（管理職、生徒指導主事（担当）、特別支援教育Co、教育相談Co、養護教諭、SC、SSWなど）で支援 ～

児童生徒の心の状態を判断する手立ての一つとして、「心のエネルギー曲線」があり、不登校等児童生徒がたどる一般的な過程とされています。ただ、この過
程は個々の児童生徒によって異なり、心の状態の低下の程度や時間的な経過も様々であり、支援方法等も絶対的なものではないことには留意が必要です。
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充電期 安定期 活動期前兆期

自宅では落ち着いている。

人と出会ったり、外出したり
すると「疲れた」と訴える。

昼夜逆転の生活になる。
など

自分の趣味や好きなことに気持ちが
向く。

活動への意欲が出る。

相談機関に通い始める。 など
生活のリズムが整う。

人と出会ったり、外出したり
してもそれほど疲れを訴えなくなる。

学習を始めたり、休日や放課後、友だち
と遊ぶになったりする。 など

活動を支援対人不安の回復心のエネルギーの充電不安の緩和と安定ねらい

○ 徐々に学校に気持ちが向かう
ようになる時期であり、様々な選
択肢を提供しながら活動の幅を
広げる。

○ 主な活動場所での緊張や疲れ
を和らげる場所も準備する。

○ 学級復帰などを急ぎ過ぎず、多
くのコミュニケーションを必要とし
ない人数や場所での活動を促進
する。

※ 図書館、博物館、保健室、相談室等

○ 学校に気持ちが向かなくなる時期ではあるが、話をじっ
くり聴くなど、ゆとりをもって見守る。
○ 児童生徒と一緒に活動しながら思いや感情を共有する。
○ 選択肢は示すが、決定は児童生徒に任せ、しばらくは児
童生徒のペースで活動する。

○ 児童生徒の行動を否定的に
見ることなく、児童生徒が話せ
ることをゆっくり聴いてみる。
○ 安全で、安心して過ごせる場
所と十分な時間を確保する。

学校
↓

児童生徒

○ 教室での活動を急かさず、選
択肢を提示し、自己決定を促し
ながら関わるよう助言する。

○ 「一緒に外出してみないか」と誘
うなど外出を促すことを提案する。

○ 定期的に情報交換をしながら、学校とのつながりを維持
する。 ※ 相談機関等を紹介する。

○ 本人が有用感を感じることができる家庭内の役割を保護
者と相談する。 ※ 今の本人のタイミングでできそうなことを提案する。

○ 保護者（家族）の不安を受け
とめ、支える。
※ 保護者の意向を確認しながら、学校ででき
る、 または学校がやるべきことは何かを示す。
（例：相談機関等の紹介等 くりっぷvol.86参照）

学校
↓

保護者

安全・安心な環境の提供
理解してくれる大人の存在

イライラしているように見え、
感情や行動のコントロールが
難しい状況も見られる。

学校の話題に拒否感を示す。

外出しなくなる。 など

朝、起きられない
ことが多くなる。

食欲が減る。

学校へは行くが、
保健室を頻繁に利用する
ようになる。

など

心と身体の回復には一定の期間が必
要です。「待つ」「見守る」という姿勢が
本人を大切に思っているというメッセー
ジとなります。
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